
No.1134

菜
種
の
収
穫

こ
れ
が
油
に
な
る
ん
だ
よ

ご
み
を
減
ら
そ
う
！
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「燃せるごみ」の分別状況調査時

　
市
の
平
成
26
年
度
の「
燃
せ
る
ご
み
」
総
量

は
5
万
2
4
9
5
ト
ン
で
、
25
年
度
に
比
べ
、

約
7
6
5
ト
ン
減
量
。ピ
ー
ク
時
の
15
年
度
に

比
べ
、
1
万
ト
ン
以
上
減
って
い
ま
す
。

　

現
在
の「
燃
せ
る
ご
み
」
量
を
、
一
人
一
日

当
た
り
の
量
に
換
算
す
る
と
、
7
3
7
グ
ラ

ム
。市
の
目
標
値
で
あ
る
7
1
8
グ
ラ
ム
ま
で
、

あ
と
19
グ
ラ
ム
で
す
。
一
人
一
日
19
グ
ラ
ム
の

「
燃
せ
る
ご
み
」
を
減
ら
す
だ
け
で
、
市
全
体

で
、
年
間
約
1
3
4
8
ト
ン
も
の
減
量
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
る「
燃
せ
る
ご
み
」の
分
別

状
況
調
査
。
調
査
を
す
る
と
、「
燃
せ
る
ご
み
」

の
中
に
、
紙
類
や「
ト
レ
ー
類
・    

表
示
の
あ

る
も
の
」な
ど
が
混
ざ
って
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
市
で
は
、9
分
類
18
品
目
の
ご
み
の
分
別
を

進
め
て
い
ま
す
。
正
し
い
分
別
を
徹
底
す
れ
ば

「
燃
せ
る
ご
み
」は
さ
ら
に
減
り
、
処
理
費
用

の
削
減
や
資
源
の
循
環
に
つ
な
が
り
ま
す
。

分
別
状
況
調
査

お
願
い
し
ま
す
! 

生
ご
み
の
水
切
り

　
「
燃
せ
る
ご
み
」
に
多
く
含
ま
れ
る
生
ご

み
は
ほ
と
ん
ど
が
水
分
で
あ
る
た
め
、
水
を

切
る
だ
け
で
も
減
量
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
が
軽
く
な
る
た
め
、
ご
み
出
し
が
楽

に
な
り
、に
お
い
の
軽
減
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、「
ご
み
出
し
前
の
ひ
と
し
ぼ
り
」

か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

分
別
を

！

徹
底

小田原市の「燃せるごみ」量の推移

2

皆
さ
ん
の
ご
み
の
分
別
と
資
源
化
に
よ
り
、「
燃
せ
る
ご
み
」
は
、減
量
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、ご
み
の
分
別
状
況
を
調
査
す
る
と
、ま
だ
ま
だ
分
別
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

『
ご
み
と
資
源
の
分
け
方
出
し
方
ガ
イ
ド
』が
新
し
く
な
り
、

小
学
生
も
ご
み
の
分
別
や
資
源
循
環
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
し
、資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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燃
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ご
み
の
分
別
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
の

『
ご
み
と
資
源
の
分
け
方
出
し
方
ガ
イ
ド
』。

今
年
、
平
成
21
年
以
来
、6
年
ぶ
り
に
内
容
を

見
直
し
た
新
し
い
ガ
イ
ド
が
で
き
ま
し
た
。
分

別
内
容
を
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
す
る
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ガ
イ
ド
は
、
市
の
紙
・
布
類
の
回
収

と
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う「
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
組
合
」が
制
作
し
、寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
会
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
た
他
、

環
境
政
策
課
や
支
所
・
連
絡
所
、タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
、窓
口
コ
ー
ナ
ー
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

 「
紙
・
布
類
」
の
日
に
出
せ
る
も
の

が
多
く
な
り
ま
し
た
!

　
こ
れ
ま
で
、ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
再

利
用
で
き
な
い
布
類
で
、「
燃
せ
る
ご
み
」で

し
た
が
、リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
向
上
に
よ
り
、

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、「
紙
・
布
類
」の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
新
た
に
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
布
類（
「
紙
・
布
類
」
）

靴
下（
未
使
用
）、
手
袋
、
カ
ー
テ
ン
、

ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、ス
キ
ー
ウ
エ
ア
、

毛
糸　
な
ど

●
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
な
い
布
類

（
「
燃
せ
る
ご
み
」
）

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、お
む
つ
、
汚
れ
た
布
、

切
れ
た
布
、ベ
ル
ト（
金
属
部
分
は「
燃

せ
な
い
ご
み
」）、ぬ
い
ぐ
る
み
、
布
団
、

座
布
団
、枕
、雑
巾
、ク
ッ
ション 

な
ど

※�

「
紙
・
布
類
」
の
日
に
出
せ
な
い
紙
類

　
再
生
後
の
紙
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、

次
の
紙
類
は
、「
燃
せ
る
ご
み
」の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

汚
れ
た
紙
容
器
や
紙
ト
レ
ー
、
裏
が
黒
い

カ
ー
ボ
ン
紙
、
感
熱
発
泡
紙
、ア
イ
ロ
ン

プ
リ
ン
ト
、に
お
い
の
強
い
洗
剤
や
芳
香

剤
の
紙
箱　
な
ど

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
も

剝
が
し
て
く
だ
さ
い
!

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
際
の
品
質
向
上
の
た
め
、

ペッ
ト
ボ
ト
ル
を
出
す
と
き
は
、
キ
ャッ
プ
を

外
す
だ
け
で
な
く
、ラ
ベ
ル
も
剝
が
し
て
く
だ

さ
い
。

　
キ
ャッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
、「
ト
レ
ー
類
・　
表

示
の
あ
る
も
の
」の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新『
ご
み
と
資
源
の

�
　
分
け
方
出
し
方
ガ
イ
ド
』
変
更
点
に
注
意
!

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

①

●

�

収
集
日
の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
、決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
燃
せ
る
ご
み
」
は
、市
専
用
の
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

�

ス
プ
レ
ー
缶
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
危
険
物
は
使
い
切
り
、「
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
「
燃
せ
な
い
ご
み
」
な
ど
と
一
緒
に
出
さ
れ
た
ス
プ
レ
ー
缶
か
ら
発
火

し
、車
両
火
災
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

花
火
、マ
ッ
チ
は
、水
で
湿
ら
せ
て
か
ら
、「
燃
せ
る
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

�

一
度
に
大
量
の
ご
み
が
出
た
場
合
は
、直
接
、環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。1

キ
ロ
25
円
で
処
分
し
ま
す
。

●

�

草
、枝
な
ど
は
「
燃
せ
る
ご
み
」
で
す
。剪せ

ん

定て
い

し
た
枝
は
、長
さ
50
セ
ン
チ
以
下
、直
径
30
セ
ン
チ

以
下
に
し
て
、ひ
も
で
束
ね
て
く
だ
さ
い
。草
は
、指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

一
度
に
出
せ
る
の
は
、3
束
ま
た
は
3
袋
ま
で
で
す
。

②
　
守
っ
て
く
だ
さ
い
!
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市
専
用
の
指
定
袋
に
も
描
か
れ
て
い
る

「
ご
み
ん
ち
ゅ
」
。ご
み
ん
ち
ゅ
が
、
ご

み
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
へ
行
き
、

分
か
り
や
す

く
「
ご
み
の

今
」
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
1
6
8
7
0

ブ
ロ
グ
「
ご
み
ん
ち
ゅ
が
行
く
!
」



　
市
で
は
、ご
み
の
埋
立
処
分
地
だ
っ
た
中
村
原
埋
立
処
分
場
で
、
地
域
の
人
や
学
校
と
協
力

し
て
、
菜
の
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。そ
の
菜
種
か
ら
油
を
採
取
し
、
植
物
油
に
精
製
。
精
製
し

た
油
は
家
庭
や
調
理
実
習
な
ど
で
料
理
に
使
い
、
使
用
後
の
廃
食
用
油
を
回
収
し
て
、バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
再
生
す
る「
資
源
循
環
サ
イ
ク
ル
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
下
中
小
学
校
の
4
年
生
は
毎
年
、
種
ま
き
か
ら
脱
穀
ま
で
体
験
し
、
資
源
循
環
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、児
童
の
提
案
で
、店
舗
な
ど
の
廃
食
用
油
の
回
収
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

資

源

循

体

環

験

バイオディーゼ
ル燃料に再生

バイオディーゼル
燃料を収集車の
燃料に使用

菜の花が
二酸化炭素を吸収

下

中

小

学

校

家庭などで使用

廃食用油を回収

燃料地産地消

4

菜の花を育て、菜種から植物油を精製

最初は難しかったけれど、
慣れるとうまく刈れた !

バイオディーゼル燃料を
使った収集車を

見てみたい !この菜種が油になって、
料理に使えると思うと

頑張れた !



ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

成
功
さ
せ
る
コ
ツ
は
、通
気
性

を
よ
く
す
る
こ
と
。

　
こ
れ
は
、
空
気
が
多
い
と
、

生
ご
み
を
分
解
す
る
微
生
物

が
よ
く
活
動
す
る
か
ら
で
す
。

段
ボ
ー
ル
の
下
に
す
の
こ
な

ど
を
敷
く
と
通
気
性
が
よ
く

な
り
、
底
が
水
に
ぬ
れ
る
の
も

防
げ
ま
す
。ま
た
、
よ
く
か
き

混
ぜ
る
こ
と
も
、空
気
を
送
り

込
め
る
の
で
効
果
的
で
す
。

生
ご
み
を
堆
肥
化
!

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
と
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
を

利
用
し
、
微
生
物
の
力
で
生
ご
み
を
分
解
す
る
処
理
方

法
。で
き
た
堆
肥
で
、
植
物
や
野
菜
を
育
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
初
め
て
挑
戦
す
る
人
に
は
、

初
期
セ
ッ
ト（
基
材
、
シ
ャ
ベ

ル
、
温
度
計
な
ど
）を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
環
境
政
策
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
、
世
帯
単
位
。
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　今年は、終戦・被爆から70年の節目になります。国
では、安全保障に関し憲法解釈を含めた極めて重要な
議論が行われており、その行方に多くの国民が注視して
いるところでもあります。まさに、唯一の被爆国である我
が国が戦後守りぬいてきた平和の在り方に、国民一人
一人が深く思いを致し、それが決してゆるがせにならぬ
よう、確認をすべき年であると私は思います。
　戦争の災禍を体験されたかたから直接にお話を伺うこ
とで、戦争は決して起こしてはならないとの決意を深め
る、いわば「平和を守る」取り組みが、語り手となる人の
高齢化や減少によって難しくなりつつある今、その残さ
れた時間を無駄にせぬよう、可能な限り機会を作って、
特に子どもには話を聴いてほしいと切に願っています。
　小田原市では、「戦時下の小田原地方を記録する会」
の飯田耀

あき

子
こ

さんが、毎年数多くの小中学校を訪ね、子
どもに直接お話をしていただいておりますが、加えて今
年は、8月6日の広島での平和記念式典への参加と、被
爆されたかたがたからの学習をさせていただくべく、各
市立中学校から2人ずつの代表生徒を広島へ派遣する
準備を進めています。参加する生徒だけでなく、各学校
で、そして地域で、体験を通じた学びを共有し、受け継
いでいくことが大切です。
　また民間では、戦後間もなく設立された郷土紙「神

しん

静
せい

民
みん

報
ぽう

」社の主催で、城山に在住の増田昭一さんが実際
に満州で体験した、子どもの悲劇を描いた映像作品の
上映会と講演が、7月25日に予定されています。増田さ
んは現在87歳、満州でいのちを落としていった子どもの
ことを伝えるべく、これまで何冊かの本にその過酷な体
験を記されておりますが、そのあまりの過酷さに、私も
涙なしには読めませんでした。あまり知られていない、し
かし実際に引き起こされた戦時下の事実を、ぜひ多くの
皆さんに知ってほしいと思います。
　そして、より重要なことは、いつの世も戦争への発端
が、憎しみ合いや利害対立、諍

いさか

いや相互不信である以
上、そのようなものが生まれない社会を築くこと、すな
わち「平和を創る」歩みです。地域の課題を共有し、と
もにその解決に向けて知恵を出し合い、皆が力を尽く
す、「市民の力で未来を拓

ひら

く希望のまち」へ進むこと。迂
う

遠
えん

なようでも、それが平和へのより本質的な道であると
思っています。

「70年の節目に」
小田原市長　加藤 憲一
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小
田
原
市
商
店
街
連
合
会
で
は
、「
い
い
店

発
見
、
小
田
原
体
験
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
シ
ロ
マ
チ
お
だ
わ
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

と
銘
打
ち
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し

ま
す
。

　
同
連
合
会
で
は
、
今
ま
で
に
も
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
前
回
の
発

行
額
が
1
億
5
0
0
0
万
円
だ
っ
た
の
に
対

し
、
今
回
は
4
億
円
。
販
売
価
格
の
2
割
を

プ
レ
ミ
ア
ム
分
と
し
て
上
乗
せ
し
た
金
額
を
、

地
域
で
の
買
い
物
に
使
え
ま
す
。

　
各
商
店
街
や
参
加
店
舗
で
は
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
利
用
で
地
元
消
費
を
喚
起
し
、

商
店
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
意
気
込
み

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

い
い
店
発
見
、
小
田
原
体
験

地
元
消
費
で
活
性
化

  

産
業
政
策
課
　
☎
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1
5
1
8

7
月
1
日
か
ら
発
売
開
始
！

現
在
、各
地
で
注
目
を
集
め
て
い
る「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」。

市
内
で
は
、国
の
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
、7
月
1
日（
水
）か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

自
分
が
欲
し
い
も
の
、大
切
な
人
へ
の
贈
り
物
、お
土
産
な
ど
の
購
入
に
、

お
得
な
商
品
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2割
もおトク
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商
品
券
を
買
い
た
い
！

3
種
類
の
商
品
券
で
使
い
や
す
く

販
売
・
有
効
期
限

　
商
品
券
は
、
夏
と
秋
の
2
回
販
売
し
ま
す
。

  

　
　
　
　

第
1
回（
夏
）
　7
月
1
日（
水
）午
前
10
時
〜

8
月
31
日（
月
）

  

　
　
　
　

第
2
回（
秋
）
　10
月
1
日（
木
）午
前
10
時
〜

11
月
30
日（
月
）

��

　
　
　
　

有
効
期
限
　発
売
日
〜
12
月
31
日（
木
）

※�

購
入
額
の
上
限
は
、
各
回
と
も
、
一
人
当

た
り
5
万
円
で
す
。

ど
こ
で
買
え
る
の
？

�

　　
　
　
　
　

特
別
販
売
場
所
　小
田
原
百
貨
店
栢
山
店
、
ヤ

オ
マ
サ
蛍
田
店
、
小
田
原
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
、

フ
レ
ス
ポ
小
田
原
シ
テ
ィ
ー
モ
ー
ル
、
ハ
ル

ネ
小
田
原

※�

特
別
販
売
場
所
は
、
発
売
日
か
ら
5
日
間

設
置
し
ま
す
。

��

　
　
　
　

販
売
場
所
　各
商
店
街（
店
頭
「
販
売
店
」
ポ

ス
タ
ー
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
）

※�

い
ず
れ
も
、
売
り
切
れ
次
第
販
売
終
了
。

こ
の
店
で
使
え
ま
す
！

　
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
市
内
32
商
店
会
が

参
加
し
ま
す
。
商
店
会
加
盟
店
の
他
、
商

店
会
が
な
い
地
域
の
店
舗
な
ど
も
含
め
、
約

9
0
0
店
舗
で
使
え
ま
す
。

　
商
品
券
が
使
え
る
お
店
に
は
、「
参
加
店
」

ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
田
原
市
商
店
街
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
　
　「0465.net

」
で
検
索
。

　
商
品
券
は
、2
5
0
0
円
、5
0
0
0
円
、

1
万
円
の
3
種
類
。
1
冊
購
入
す
る
の
に

「
1
万
円
は
少
し
高
額
で
…
」
と
い
う
買

い
物
を
す
る
人
の
使
い
や
す
さ
も
考
え
て
、

2
5
0
0
円
、5
0
0
0
円
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
用
途
に
合
っ
た
商
品
券
が
お
求
め
に

な
れ
ま
す
。

　
小
田
原
市
商
店
街
連
合
会
会
長
　

　
古
川
　
孝
昭
さ
ん

小
田
原
を
存
分
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い

　
本
連
合
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
商
店
経
営
や
宣

伝
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
日
々
研
究
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
商
業
の
充
実
繁
栄
に
寄
与
し
な

が
ら
、
発
足
以
来
50
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。
今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
は
、
商
店

会
の
な
い
地
域
の
店
舗
に
も
呼
び
か
け
、
多
く

の
店
舗
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

各
商
店
会
で
、
商
品
券
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
、

小
田
原
を
思
う
存
分
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、

心
の
込
も
っ
た
お
も
て
な
し
で
頑
張
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

小
田
原
市
商
店
街
連
合
会

　
　電話
　　22 - 

5
9
6
1

商
品
券
の
販
売
場
所
、
参
加
店
舗
な
ど
詳
し

く
は
、「（
同
）ま
ち
元
気
小
田
原
」
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　電話
　0

8
0 - 

6
7
7
9 - 

7
9
1
4

  

　
　
F
A
X
　44 - 

4
6
5
7

※
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

商品券が使える
店に掲示。
目印にしてくだ
さい。

　　
種　類 販売価格 額面金額 販売数

レギュラー 1 万円／冊 1 万 2,000 円／冊 3 万冊

ハーフ 5,000 円／冊 6,000 円／冊 1 万 5,000 冊

クオーター 2,500 円／冊 3,000 円／冊 1 万冊

※�レギュラーの 1,000 円分、ハーフとクオーターの 500 円分は、「商店街専用券」
と書かれた色の異なる商品券です。大型店では利用できません。

※�お釣りは出ませんので、ご注意ください。	

商店街専用券

第1回（夏）発売第2回（秋）発売

販売時期によって、商品券の色が異なります。
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市
税
の
滞
納
は
、
市
の
財
政
に
影
響
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
納
期
内
に
納
税
し
て
い
る
多

く
の
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
市
で
は
、

次
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

督
促
・
催
告

　
納
期
内
に
納
税
が
確
認
で
き
な
い
人
に
督

促
状
を
送
り
、
そ
の
後
も
電
話
や
文
書
な
ど

で
、
自
主
的
な
納
税
を
促
し
ま
す
。

財
産
調
査

　
督
促
・
催
告
を
行
っ
て
も
納
税
や
相
談
が

な
い
場
合
は
、
預
貯
金
・
生
命
保
険
・
給
与
・

不
動
産
な
ど
の
財
産
を
調
査
し
ま
す
。

滞
納
処
分

　
財
産
調
査
の
結
果
、
財
産
が
あ
っ
た
場
合

は
差
し
押
さ
え
ま
す
。
差
し
押
さ
え
た
財
産

は
、
強
制
解
約
や
公
売
な
ど
に
よ
り
現
金
化

し
、
滞
納
さ
れ
た
市
税
に
充
て
ま
す
。

電
話
で
、
市
税
総
務
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
生
活
状
況
や
収
支
状
況
か
ら
納
税
計
画

を
立
て
、
滞
納
の
解
消
を
目
指
し
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
納
税
窓
口
の
時
間
延
長
と
休
日
開
設

・
市
税
総
務
課（
市
役
所
2
階
7
番
窓
口
）

毎
週
火
曜
日
は
、
午
後
7
時
ま
で
窓
口
を
延

長
し
て
い
ま
す
。

・
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
市
民
窓
口

平
日
　
午
前
7
時
30
分
～
午
後
7
時

土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

・
マ
ロ
ニ
エ
住
民
窓
口

平
日
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時

※�

平
日
以
外
の
納
税
に
は
、
納
付
書
が
必
要
で

す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
税

税
額
30
万
円
以
下
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ

れ
た
納
付
書
は
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
使
用
で
き
ま
す
。

●�

口
座
振
替

納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申
込
は
が

き
、
ま
た
は
、
市
内
金
融
機
関
に
あ
る
依
頼

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
は
が
き
は
、
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
み
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　 

P
1
0
0
9
0

税は社会の会費です
市税滞納をなくすために

市
の
取
り
組
み

納
税
相
談
は
お
早
め
に

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、

新
た
な
負
担
が
生
じ
ま
す
。
病
気
や
失
業
な

ど
や
む
を
え
な
い
理
由
で
、
納
期
内
に
納
税

す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
直
接
ま
た
は

こ
ん
な
取
り
組
み
も
！

●�

県
と
人
事
交
流
し
、
職
員
の
能
力
向
上
や
、

効
果
的
な
滞
納
整
理
方
法
の
研
究
な
ど
に
生

か
し
て
い
ま
す
。

●�

国
税
Ｏ
Ｂ
を
「
徴
収
指
導
員
」
と
し
て
任
用

し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
職
員
を
指
導
し
て
い
る
、 

笠
原
康
弘
徴
収
指
導
員
に
伺
い
ま
し
た
。

　
国
税
の
徴
収
は
厳

し
い
け
れ
ど
、
市
税

の
徴
収
は
そ
う
で
も

な
い
と
考
え
て
い
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
滞
納
処
分
の

法
的
権
限
は
、
国
も
市
も
変
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
で
は
、
国
税
と
同
じ
姿
勢
で
滞
納
処

分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
徴
収
事
務
は
専
門
性
の
高
い
仕
事
で
す
が
、

職
員
は
皆
、
納
期
内
に
納
税
し
て
い
る
大
多

数
の
市
民
の
た
め
、
使
命
感
を
持
っ
て
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
納
期
内
に
納
税
で
き
な
い
場
合
は
、
早
め
に

相
談
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

笠原康弘徴収指導員

  市税総務課　☎33-1345

市税は、福祉・教育・道路整備など、
さまざまな行政サービスを行うために必要な財源です。
市税収入確保や納税の公平性を保つため、市では、
納税催告や財産調査、滞納処分を行っています。

差し押さ
え
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現
在
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
費
用
負

担
は
1
割
で
す
。
65
歳
以
上
で
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
人
は
、8
月
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
分
か
ら
2
割
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
　

　
本
人
の
年
間
合
計
所
得
金
額
が
1
6
0
万

円
以
上
の
人
。た
だ
し
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
1
割
。

❶
生
活
保
護
受
給
者

❷
市
町
村
民
税
非
課
税
者

❸�

世
帯
に
65
歳
以
上
の
人
が
本
人
の
み
で
、

「
年
金
収
入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
」
の
合
計
が
2
8
0
万
円
未
満
の
人（
世

帯
に
65
歳
以
上
の
人
が
2
人
以
上
い
る
場

合
は
、3
4
6
万
円
未
満
）

　
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
介

護
保
険
と
医
療
保
険
の
限
度
額
を
適
用
し
た

後
に
、1
年
間（
8
月
～
翌
年
7
月
）の
世
帯

の
負
担
合
計
額
が
限
度
額
を
超
え
る
と
、
超

え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
70
歳
未
満
の
人
の
限
度
額
は
、
平
成
27
年

1
月
か
ら
所
得
区
分
が
細
分
化
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
8
月
か
ら
、
27
年
7
月
ま
で
の

限
度
額
は
、
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
介
護
保
険
施
設
や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
人
の
う
ち
、
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
申

請
に
よ
り
、
食
費
と
部
屋
代（
滞
在
費
）の
負

担
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
8
月
1
日
以
降
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、軽
減
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

❶�

住
民
票
上
世
帯
が
異
な
る
配
偶
者
が
市
町

村
民
税
課
税
者

❷�

預
貯
金
な
ど
が
1
0
0
0
万
円（
配
偶
者

が
い
る
場
合
は
2
0
0
0
万
円
）を
超
え
る

　

現
在
、
負
担
軽
減
さ
れ
て
い
る
人
の
有
効

期
限
が
、7
月
31
日
で
終
了
す
る
た
め
、
手

続
き
の
案
内
を
送
り
ま
し
た
。8
月
以
降
も

負
担
軽
減
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

  

高
齢
介
護
課
　
☎
33 - 

1
8
2
7
 

介
護
保
険
制
度
の
改
正

費
用
負
担
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
は
、

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
で
す
。

費
用
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

8
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

世
帯
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
し
た

施
設
利
用
時
の
食
費
・
部
屋
代

負
担
軽
減
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

［平成27年8月以降］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現役並み所得者
※�世帯内に課税所得

が 145 万円以上の
第 1 号被保険者が
いて、第 1 号被保
険者の収入が 383
万円以上（第 1 号
被 保 険 者 が 2 人
以 上 い る 場 合 は、
520 万円以上）

4 万 4,400 円
（世帯）

一般世帯 3 万 7,200 円
（世帯）

［現行］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

利用者負担段階区分 自己負担限度額
（月額）

一般世帯 3 万 7,200 円
（世帯）

市町村民税非課税
世帯

2 万 4,600 円
（世帯）

■�本人の年間合計所得
と課税年金収入額の
合計が80万円以下

■�老齢福祉年金受給者

1 万 5,000 円
（個人）

生活保護受給者 1 万 5,000 円
（個人）

［
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ
］

　
7
月
に
、負
担
割
合
を
記
載
し
た
「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」
を
送
り
ま
す
。利
用
し
て
い

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
、介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、1
か
月
間
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
額
の
合
計

が
上
限
を
超
え
る
と
、
超
え
た
分
が
後
か
ら

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

8
月
か
ら
、
利
用
者
負
担
段
階
に
「
現
役

並
み
所
得
者
」
が
加
わ
り
ま
す
。「
現
役
並
み

所
得
者
」
で
も
条
件
を
満
た
す
と
、申
請
に
よ

り
「
一
般
世
帯
」
に
な
り
ま
す
。対
象
と
な
り

え
る
人
に
は
、市
か
ら
申
請
勧
奨
し
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

利
用
者
負
担
段
階
区
分
が

変
わ
り
ま
す

［70歳未満の限度額］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所得区分 【平成 27 年 8 月～】
限度額

【平成 26 年８月～
        27 年７月】

限度額
①基礎控除後の
　所得が
　901 万円超

212 万円 176 万円

②基礎控除後の
　所得
　600 万円超〜
　901 万円

141 万円 135 万円

③基礎控除後の
　所得が
　201 万円超〜
　600 万円以下

67 万円 67 万円

④基礎控除後の
　所得が
　201 万円以下

60 万円 63 万円

⑤市町村民税
　非課税 34 万円 34 万円

　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
4
2
3
6

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
8
1
0
9



　
小
田
原
の
多
様
な
自
然
美
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
人
々
の
暮
ら
し
、

仕
事
、
活
動
に
対
す
る
思
い
が
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
都
県
在
住
の
子
育
て
世
代
を

中
心
と
す
る
若
い
世
代
に
向
け
た
無

料
の
冊
子
で
、
東
京
都
内
の
書
店
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
カ
フ
ェ
な
ど

に
置
い
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
ハ

ル
ネ
小
田
原
街
か

ど
案
内
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
冊
子

『
小
田
原
ブ
ッ
ク
』

10

新
し
い
小
田
原
の
魅
力
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
！

『
オ
ダ
ワ
ラ
ボ
』＆『
小
田
原
ブ
ッ
ク
』

海・山・川
、平
野
も
里
も
全
て
が
そ
ろ
っ
た
自
然
豊
か
な
土
地
に
、歴
史
、文
化
、伝
統
が
溶
け
込
ん
だ
ま
ち
小
田
原
。

多
彩
な
風
景
や
暮
ら
し
の
中
に
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
今
、小
田
原
が
持
つ
新
し
い
価
値（
魅
力
）を
発
信
し
、

小
田
原
ブ
ラ
ン
ド（
共
感・好
感
）を
作
り
上
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
と
意
外
と
気
づ
か
な
い
、ま
ち
の
豊
か
さ
や
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

広
報
広
聴
課
　
☎
33 - 

1
2
6
8

　
小
田
原
の
魅
力
を
発
信
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
開
設
。
小
田
原

が
持
つ
た
く
さ
ん
の
魅
力
を
探
求
す
る

「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー（
研
究
所
）」
と
位
置

づ
け
、
興
味
の
あ
る
人
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
切
り
口
で
魅
力
を
探
求
・
取
材
し
た

レ
ポ
ー
ト
記
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の『
オ
ダ
ワ
ラ
ボ
』に
参
加
し
て
、

一
緒
に
小
田
原
の
魅
力
を
発
見
、
発
信

し
て
く
れ
る
「
研
究
員
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
広
報
広

聴
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　  

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
「
オ
ダ
ワ
ラ
ボ
」
を
ク

リ
ッ
ク

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

『
オ
ダ
ワ
ラ
ボ
』

きれいに編集されて、生
き生きした小田原の素敵
な写真がたくさん。

伝わりやすいデザインで小田
原の魅力が表現されているの
で、私も訪れて、皆さんにお
会いしてみたくなりました。

知っている人、なじみ深
いものがたくさん詰め込
まれていて、小田原に帰
りたくなりました。

小田原の「今」が見えるの
がとてもよいです。そこ
に暮らす人の息遣いが聞
こえてくるようです。



四
季
の
魚

 

水
産
海
浜
課
　
☎
22 - 

9
2
2
7

小
田
原
四
季
の
代
表
魚

日
々
相
模
湾
の
大
海
原
に
乗
り
出
し
、

魚
を
獲と

る
小
田
原
の
漁
師
。

そ
の
漁
師
で
さ
え
も
食
し
た
瞬
間
に
感
動
し
、

思
わ
ず
う
な
る
、お
い
し
い
魚
が
あ
る
と
い
う・・・

海
を
知
り
、魚
を
知
り
尽
く
し
た
漁
師
が
、

自
信
を
持
っ
て
お
薦
め
す
る
、季
節
ご
と
の
特
別
な
魚
。

そ
れ
が
、「
小
田
原
四
季
の
代
表
魚
」で
す
。

サ
ザ
エ

伊
勢
エ
ビ

こ
こ
で
買
え
ま
す
！ 

食
べ
ら
れ
ま
す
!

「
小
田
原
の
地
魚
愛
用
店
」

連
載

　
言
わ
ず
と
知
れ
た
高
級
食
材「
伊
勢
エ
ビ
」。

　
小
田
原
で「
伊
勢
エ
ビ
」と
聞
く
と
、
意
外
と
思
う
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。し
か

し
、
定
置
網
が
あ
る
片
浦
地
域
の
海
岸
沿
い
の
岩
礁
に
多
く
生
息
し
、
刺
し
網
漁

法
で
獲
れ
ま
す
。

　
昔
は
、「
カ
マ
ク
ラ
エ
ビ
」や「
グ
ソ
ク
エ
ビ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
エ
ビ
の
よ
う
に
腰
が
曲
が
る
ま
で
」と
長
寿
に
あ
や
か
り
、
正
月
の
鏡
餅
の
飾

り
や
祝
い
の
膳
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

食
べ
方 

さ
し
み 

な
ど

　
●�

さ
し
み
で
食
べ
れ
ば
、締
ま
っ
た
肉
質
の
プ
リ
プ
リ
感
と
甘
み
に
大
興
奮
!

　
●�

甲
羅
は
、み
そ
汁
に
入
れ
る
と
独
特
の
風
味
を
出
し
、お
い
し
い
！

　
●�

フ
ラ
ン
ス
料
理
や
中
華
料
理
な
ど
の
食
材
に
も
珍
重
！

　
ア
ワ
ビ
と
並
び
、高
級
食
用
巻
貝
の
代
表
で
あ
る「
サ
ザ
エ
」。

　
片
浦
地
域
に
多
く
生
息
し
、素
潜
り
や
刺
し
網
漁
法
で
獲
れ
ま
す
。

　
と
げ
の
あ
る
殻
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
が
、と
げ
の
な
い
殻
も
多
く
あ
り

ま
す
。
波
が
荒
い
海
で
育
つ
と
、殻
に
と
げ
が
で
き
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
べ
方 

さ
し
み
、つ
ぼ
焼
き 

な
ど

　
●�

つ
ぼ
焼
き
に
は
し
ょ
う
ゆ
の
他
、み
そ
バ
タ
ー
や
ガ
ー
リ
ッ
ク
バ
タ
ー
を
入

れ
る
の
も
お
薦
め
!

　
●�

混
ぜ
ご
飯
に
し
て
も
お
い
し
い
!

小
田
原
城
前
魚
と
は
・
・
・

　
小
田
原
で
漁
獲
さ
れ
た
鮮
魚
・
活

魚
と
、
未
利
用
・
低
利
用
の
地
魚

を
用
い
た
加
工
品
を
登
録
し
た「
小

田
原
地
魚
加
工
品
ブ
ラ
ン
ド
商
品
」

を
、
小
田
原
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
・
消

費
拡
大
協
議
会
が
商
標
登
録
し
て
い

る
ブ
ラ
ン
ド
名
で
す
。
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夏編

　
小
田
原
の
魚
市
場
で
取
引
さ
れ
る
地
魚
を
、
積
極

的
に
取
り
扱
う
店
で
す
。

●
地
魚
を
購
入
で
き
る
愛
用
店

16
店
舗（
う
ち
市
内
10
店
舗
）

●
地
魚
を
活
用
し
た
メ
ニュ
ー
を
食
べ
ら
れ
る
愛
用
店

33
店
舗（
う
ち
市
内
28
店
舗
）

※
平
成
27
年
5
月
時
点

　
詳
し
く
は
、
小
田
原
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
・
消
費

拡
大
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　
　
　
　
「
小
田
原
の
魚
」で
検
索

「
刺
し
網
漁
法
」と
は
・
・
・

　
刺
し
網
漁
法
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
網
を
海
底
に
仕
掛

け
ま
す
。
魚
の
え
ら
な
ど
が
網
目
に
絡
ま
り
、
漁
獲
さ
れ
ま
す
。

※商標登録しています。
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レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
過
労
運
転
や
、
夏

特
有
の
解
放
感
に
よ
る
無
謀
運
転
な
ど
で
、�

交
通
事
故
を
起
こ
し
や
す
い
季
節
で
す
。

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上

に
努
め
、
夏
を
楽
し
く
安
全
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
子
ど
も
や
高
齢

者
を
見
掛
け
た
ら
特
に
注
意
を
払
い
、「
思

い
や
り
」
の
あ
る
運
転
を
。

踏
切
の
交
通
事
故
防
止

　
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
踏
切
に
絶
対
入

ら
な
い
よ
う
に
。
通
過
す
る
と
き
は
、
必
ず

一
時
停
止
し
て
安
全
確
認
を
。

7
月
11
日（
土
）～
20
日（
祝
）

夏
の

交
通
事
故
防
止
運
動

　
毎
年
8
月
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額

な
ど
を
見
直
し
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
医
療
機
関
で

支
払
う
自
己
負
担
額
な
ど
を
、
所
得
に
応

じ
て
一
定
の
限
度
額
ま
で
に
抑
え
る
も
の

で
す
。
保
険
料
未
納
世
帯
の
人
や
、
平
成

26
年
中
の
所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、

認
定
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❶
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は
、7

月
初
旬
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
。8
月
以
降

も
必
要
な
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

❷
70
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
7
月
下
旬
に
送
る
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
に
、
申
請
書
を
同
封
し
ま
す
。8

月
以
降
も
必
要
な
人
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

❸
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
で
、

　
世
帯
全
員
が
非
課
税
の
人

　
現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
で
、8
月

以
降
も
認
定
対
象
と
な
る
場
合
は
、7
月
下

旬
に
新
し
い
認
定
証
を
送
り
ま
す
。
更
新

手
続
き
は
不
要
で
す
。

❶
・
❷
の
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
保
険
課（
市
役
所
2
階
）、
支
所
・

連
絡
所
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
住
民
窓
口
に

提
出
。
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
な
ど
窓
口
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
～
74
歳

の
人
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
医
療
機
関

で
支
払
う
負
担
割
合
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
7
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
り

ま
す
。

医
療
機
関
で
支
払
う
負
担
割
合
に
つ
い
て

　
市
県
民
税
の
課
税
所
得
額
が
1
4
5
万

円
以
上
の
人
は
3
割
負
担
で
す
が
、
平
成

26
年
中
の
収
入
合
計
に
よ
っ
て
は
、
申
請

に
よ
り
2
割（
昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
生

ま
れ
の
人
は
1
割
）と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
受
給
者
証
に
同
封
の
案
内

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
中
の
所
得
を
も
と
に
年
間
保

険
料
を
計
算
し
、7
月
中
旬
に
保
険
料
決

定
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、
所
得
割

率
が
8
・
30
パ
ー
セ
ン
ト
、
均
等
割
額
が

4
万
2
5
8
0
円
で
す
。

　
※
賦
課
限
度
額
57
万
円

注
意
事
項

・
今
年
度
、
保
険
料
が
増
え
る
人
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
が
中
止
と
な
り
、納
付
書

や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
に
切
り
替
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天

引
き
で
す
が
、一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、納
付
書
や
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
に
な
り
ま
す
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、国
民
健
康

保
険
料
の
口
座
振
替
手
続
き
が
引
き
継

が
れ
ま
せ
ん
。口
座
振
替
を
希
望
す
る
場

合
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
保
険
課
で
、
口

座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
人
で
も
、申
請
に

よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き
後
、
保
険
課

ま
た
は
支
所
な
ど（
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
な
ど

窓
口
コ
ー
ナ
ー
を
除
く
）で
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

S
T
O
P
　
自
転
車
の
危
険
行
為

　

6
月
1
日
の
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行

に
よ
り
、
自
転
車
で
信
号
無
視
や
一
時
不
停

止
、
酒
酔
い
運
転
な
ど
、
特
定
の
「
危
険
行

為
」
を
3
年
以
内
に
2
回
以
上
繰
り
返
す

と
、「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
の
受
講
が
命

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歩
行
者
の

通
行
を
妨
害
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払

う
な
ど
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
の
年
次
更
新
の
お
知
ら
せ

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の

更
新

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
更
新

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料

  

保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
4
5（
国
民
健
康
保
険
係
） 　

☎
33 - 

1
8
4
3（
高
齢
者
医
療
係
）

  

地
域
安
全
課
　
☎
33 - 

1
3
9
6



　
お だ わ ら 情 報

小
田
原
が
生
ん
だ
小
説
家

川
崎
長
太
郎
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集
！
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市
立
図
書
館
　
☎
24 - 

1
0
5
5
 

川
崎
長
太
郎
と
は
？

没
後
30
年
記
念
行
事

没
後
30
年
を
記
念
し
、特
別
展
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
特
別
展

� 期間 

10
月
10
日（
土
）～
11
月
29
日（
日
）

　

 

※
期
間
中
無
休

� 場所 

小
田
原
文
学
館

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

特
別
展
の
期
間
中
に
開
催
し
ま
す
。

川崎長太郎　
明治34（1901）年～
昭和60（1985）年

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
サ
イ
ト
内
検
索
」
に
、

「
P
○
○
○
○
○（
5
ケ
タ
の
数
字
）」
を
入

力
し
検
索
す
る
と
、そ
の
ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
8
1
0
8

　
職
人
さ
ん
か
ら
、
直
接
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
え
る
教
室
で
す
。

①「
か
ら
く
り
ソ
フ
ァ
ー
」

　

� 日
時 

7
月
25
日（
土
）午
後
1
時
～
3
時

②「
吹
き
上
げ
か
ら
く
り
箱
」

　

� 日
時 

9
月
26
日（
土
）

           

午
前
10
時
30
分
～
正
午

①
②
と
も
に

　

� 場
所 �

ハ
ル
ネ
小
田
原 

ハ
ル
ネ
広
場

　　　　　　　� 材料
費 

5
0
0
0
円

　
� 申

込 �

小
田
原
・
箱
根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」

を
広
め
る
会
事
務
局（
平
日
・
午
前

9
時
～
午
後
6
時
）に
電
話
で
。

　
ハ
ル
ネ
小
田
原 
T
A
K
U
M
I
館
や�

ハ
ル
ネ
広
場
、
ラ
ス
カ
小
田
原
5
階

W
わA
ZざA
屋
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

� 日
時 

7
月
26
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
6
時

　

� 日
時 

9
月
26
日（
土
）午
後
2
時
45
分
～

　

� 場
所 �

ハ
ル
ネ
小
田
原 

ハ
ル
ネ
広
場

※�

詳
し
く
は
、
小
田
原
・
箱
根「
か
ら
く

り
パ
ズ
ル
」
を
広
め
る
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　 http

://w
w
w
.karakuri.

gr.jp/hirom
erukai/

　
小
田
原
・
箱
根
地
域
で
昔
か
ら
作
ら
れ�

て
き
た
、
秘
密
箱
な
ど
の「
仕
掛
け
も
の
」。

そ
の
技
術
や
伝
統
が
受
け
継
が
れ
、「
か
ら

く
り
パ
ズ
ル
」
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
で
、「
か
ら
く
り

パ
ズ
ル
」の
魅
力
を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

　
入
選
し
た
ア
イ
デ
ア
が
実
際
の
作
品
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
投
票
で
賞
が
決
ま
り
ま
す
。

展
示
・
投
票

　

� 期
間 

7
月
18
日（
土
）～
8
月
31
日（
月
）

　

� 場
所 �

ハ
ル
ネ
小
田
原 

T
た

く

み

A
K
U
M
I

館
、
ク
ラ
フ
ト
え
い
と
、
関
所
か

ら
く
り
美
術
館

表
彰
式

　

� 日
時 

9
月
5
日（
土
）午
前
11
時
～

　

� 場
所 

ハ
ル
ネ
小
田
原 

ハ
ル
ネ
広
場

　

2
0
0
点
以
上
の
か
ら
く
り
箱
大
集
合
！

　

� 日
時 

7
月
25
日（
土
）午
後
4
時
～
6
時

　
　
　
26
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
6
時

　

� 場
所 �

ハ
ル
ネ
小
田
原 

ハ
ル
ネ
広
場

か
ら
く
り
パ
ズ
ル

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

  

小
田
原
・
箱
根「
か
ら
く
り
パ
ズ
ル
」を

      

広
め
る
会
事
務
局
　
☎
55 - 

7
8
8
7

　
　産
業
政
策
課
　
　
　
☎
33 - 

1
5
1
5

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
展
示
・
賞
決
定
投
票

か
ら
く
り
箱
の
展
示
会

大
人
の
た
め
の
工
作
教
室

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
リ
ー

職
人
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
川
崎
長
太
郎
は
、
小
田
原
生
ま
れ
の
私

小
説
家
で
す
。
作
品
の
多
く
が
小
田
原
を

舞
台
に
し
て
い
る
た
め
、
市
民
の
フ
ァ
ン

も
多
く
、
長
太
郎
と
直
接
話
し
た
こ
と
が

あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
没
後
30
年
の
今
年
、
あ
な
た

だ
け
が
知
っ
て
い
る
長
太
郎
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
小
田
原
中
学
校（
現 

県
立
小
田
原
高
等

学
校
）中
退
後
、
家
業
の
魚
商
を
手
伝
い

な
が
ら
、
詩
や
小
説
を
執
筆
。
昭
和
13�

（
1
9
3
8
）年
、
実
家
の
物
置
小
屋
に

住
み
、
創
作
に
専
念
。
戦
後
発
表
し
た

「
抹ま

っ
こ
う香

町ち
ょ
う」

シ
リ
ー
ズ
が
人
気
に
な
り
、
現

在
も
多
く
の
愛
読
者
が
い
ま
す
。

 募集
内
容　     

川
崎
長
太
郎
に
つ
い
て
の
エ
ピ

　
　
　
ソ
ー
ド
や
写
真
な
ど

 募集
期
間　     

7
月
1
日（
水
）～
8
月
31
日

　
　
　（
月
）

 応募
方
法　     

専
用
の
応
募
用
紙
を
使
い
、
市

立
図
書
館
、
か
も
め
図
書
館
、

小
田
原
文
学
館
な
ど
に
設
置
の�

応
募
箱
に
投
函
。
写
真
は
メ
ー

ル（tosho@
city.odaw

ara.
kanagaw

a.jp

あ
て
）で
送
る

か
、
市
立
図
書
館
に
写
真
の
内

容
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
さ
れ
た
内
容
は
、「
没
後
30
年
記
念

行
事
」で
使
用
予
定
で
す
。	



で
真
摯
な
姿
勢
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
卒
団
生
な
ど
に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
始
ま
り
、
今
回
は『
名
曲
の
花
束
』と

題
し
、ク
ラ
シ
ッ
ク
の
有
名
な
小
品
や
デ
ィ

ズ
ニ
ー
映
画『
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』の
テ
ー

マ
曲
な
ど
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
も
演
奏
し

ま
し
た
。（
中
略
）メ
イ
ン
で
あ
る
ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
の『
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
』は
難
曲

で
し
た
が
、
生
き
生
き
と
瑞み

ず

々み
ず

し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
て
い
ま
し
た
」（
さ
え
パ
ン
）

　
来
年
4
月
に
は
、
30
周
年
記
念
定
期
演

奏
会
を
開
催
す
る
予
定
。
地
域
の
音
楽
団

体
と
し
て
着
実
に
成
長
を
遂
げ
る
合
奏
団

の
、こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

　
来
年
30
周
年
を
迎
え
る
、
小
田
原
ジ
ュ

ニ
ア
弦
楽
合
奏
団
。
団
長
の
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
・
白
井
英
治
さ
ん
は
、「
子
ど
も
と
一
緒

に
、
多
く
の
人
に
音
楽
の
喜
び
を
届
け
た

い
」
と
、
結
成
以
来
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

4
月
19
日
に
は
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
演
奏
会
を
、
小
田
原
文
化
レ
ポ
ー

タ
ー
の
「
さ
え
パ
ン
」
さ
ん
が
ブ
ロ
グ
で
発

信
。
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
小
田
原
の
文

化
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て

ほ
し
い
、
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」

と
、
心
に
触
れ

た
小
田
原
の
さ

ま
ざ
ま
な
文
化

活
動
を
自
ら
取

材
、体
験
し
、発

信
し
て
い
ま
す
。

　
「
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で

の
団
員
が
、
1

年
間
一
生
懸
命

練
習
を
重
ね
た

成
果
は
、
音
楽

に
対
す
る
純
粋

心
を
育
て
る

音
楽
教
育
の
普
及

小
田
原
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
合
奏
団

r t  S c e n e

小
田
原
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ブ
ロ
グ

　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
1
6
1
3
3

毎週日曜日に、三の丸小学校音楽室で練習してい
ます。

《 連 載 》 小 田 原 の ア ー ト シ ー ンA

14

主催・問  小田原ちょうちん製作
ボランティアの会
 （一社）小田原市観光協会
☎22-5002

日  時  7月11日（土）
午後1時～５時（最終受け付け 午後3時30分）
※所要時間約90分

内  容  �小田原ちょうちんの製作体験
材料費  1,000円
申  込  当日受け付け

問  文化政策課　☎33-1706
日  時  7月18日（土）

午前9時30分～午後0時30分
内  容  �海の生き物をテーマに、

ハルネ小田原の壁をカラーテープで装飾
対  象  小学生以上（4年生以下は保護者同伴）
定  員  30組（申込順）　　 参加費  無料
申  込  7月17日（金）までに電話で
講  師  三ツ山一志さん（造形家・横浜市民ギャラリー主席

エデュケーター）　 持ち物  脚立（持参できる人）

おだわら・コドモ・アート
夏のカラーテープアート＠ハルネ小田原

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報

問  街かど案内所　
☎23-1150

日  時  7月25日（土）
午前10時～正午

内  容  �新鮮な地場産品などの販売

ハルネ小田原駅直朝市

小田原ちょうちんを作ろう！

7月

主催・問  小田原みなとまつり実行委員会
☎22-9227（水産海浜課内）

日  時  7月25日（土） 午前10時～正午
内  容  �・相模湾のさわる小水族館（ミニタッチングプール）

・みなとまつり当日のお楽しみ引換券配布（先着150人）
・「ウーミィ」も来るよ！

第25回小田原みなとまつりプレイベント

第25回小田原みなとまつり
小田原城のあゆみ 第Ⅰ期「廃城から御用邸時代」

8月3日（月）まで
9月30日（水）まで

ハルネギャラリー
展示予定

〈連載〉
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山
王
網
一
色
地
区
に
は
、8
つ
の
神
社
と
7
つ
の
寺
院
が
あ
り
、新
田
義よ

し

貞さ
だ

公

の
首
塚
、上
杉
龍た

つ

若わ
か

丸ま
る

の
墓
、星ほ

し

月づ
き

夜よ

の
社や

し
ろ

な
ど
、史
跡
も
多
く
残
って
い
ま
す
。

　
伝
統
行
事
の
継
承
と
後
継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
、「
小
田
原
ば
や
し
育
成

会
」を
結
成
し
た
り
、「
道
祖
神
祭
り
」「
ど
ん
ど
焼
き
」「
浜
降お

り
祭
」な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
漁
業
に
従
事
す
る
と
き
の
仕
事
唄う

た

と
、婚
礼
・
神
社
祭
礼
時
の
儀
式

唄
を
兼
ね
る「
山
王
原
大
漁
木き

遣や
り

唄
」は
、全
国
的
に
も
珍
し
く
、市
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
美
化
活
動
も
盛
ん
で
、
酒
匂
川
や
山
王
川
、

海
岸
、
神
社
、
公
園
な
ど
で
清
掃
や
落
書
き
落
と
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年
7
月
に
行
わ
れ
る

「
海
岸
清
掃
」に
は
、多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
海
岸
清
掃
は
、
山
王
網
一
色
地
区
と
万
年
地

区
の
同
時
開
催
。7
月
5
日（
日
）に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
海
岸
で
行
い
ま
す
。

　
美
化
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
海
岸
や
川
を
訪
れ
た

人
を
、「
お
も
て
な
し
」の
心
で
迎
え
て
い
ま
す
。

〈 連 載 〉

み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

山
王
網
一
色
地
区

歴
史
と
伝
統 

次
の
世
代
へ

ま
ち
も
、心
も
美
し
く

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢

末
す え

弘
ひ ろ

  勝
まさる

さん

山
王
原
大
漁
木
遣
唄
保
存
会
　
会
長

3

西
側
に
山
王
川
、
東
側
に
酒
匂
川
が
流
れ
、
南
側
は
相
模
湾
に
面
す
る
山
王
網
一
色
地
区
。

地
域
の
中
央
に
は
国
道
1
号
が
通
り
、
国
道
を
挟
ん
で
、
住
宅
地
が
広
が
って
い
ま
す
。

か
つ
て
松
林
が
生
い
茂
り
、
漁
船
が
置
か
れ
て
い
た
海
辺
は
、

多
く
の
釣
り
人
や
サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
る
人
気
の
場
所
に
な
って
い
ま
す
。

　
保
存
会
に
は
大
人
に
交
じ
り
、子
ど
も
も
参
加
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
が
行
う

木
遣
唄
は
大
変
珍
し
い
そ
う
で
す
。参
加
す
る
子
ど
も
は
毎
年
変
わ
る
の
で
、参

加
者
を
集
め
る
の
に
一
苦
労
で
す
。

　
発
表
会
、敬
老
会
、お
祭
り
な
ど
、市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
他
、結
婚

式
で
披
露
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
舞
台
で
拍
手
を
も
ら
っ
た
と
き
や
、

参
加
し
た
子
ど
も
の
笑
顔
を
見
た
と
き
は
、と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　
ぜ
ひ
、皆
さ
ん
も
一
度
、お
祭
り
な
ど
で
木
遣
唄
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

海岸清掃のようす
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城
北
中
学
校
は
、

市
の
一
番
北
に
位
置
す
る
中
学
校
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
は
美
し
い
富
士
山
が
望
め
、

空
気
の
澄
ん
だ
日
は
絶
景
で
す
。

地
域
の
偉
人・二
宮
尊
徳
先
生
の
教
え

「
至
誠
」「
勤
労
」「
分
度
」「
推
譲
」を
大
切
に
、

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

地域の特色を生かし、
さまざまな活動に取り組む小田原の中学校。
そんな各中学校の「いいね！」を紹介します。

 

　
ソ
ー
ラ
ン
節
を
城
北
中
学
校
流
に
変
え

た「
城
北
ソ
ー
ラ
ン
」。毎
年
５
月
の
運
動

会
で
は
、3
年
生
全
員
で
披
露
し
ま
す
。地

域
の
自
治
会
か
ら
借
り
た
は
っ
ぴ
を
着
て
、

大
き
な
掛
け
声
と
と
も
に
力
い
っ
ぱ
い
踊

り
ま
す
。城
北
ソ
ー
ラ
ン
を
楽
し
み
に
運

動
会
に
来
て
く
れ
る
地
域
の
人
も
多
く
、

「
よ
か
っ
た
よ
」「
感
動
し
た
」と
い
う
声
が
、

私
た
ち
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
輩
の
勇
壮
な
姿
に
心
打
た
れ
た
2
年

生
は
、冬
頃
か
ら
練
習
を
始
め
ま
す
。13
年

前
か
ら
続
く
城
北
ソ
ー
ラ
ン
を
、城
北
中

学
校
の
伝
統
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
引
き

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぶ
ん
　
ど

す
い 

じ
ょ
う

　
私
た
ち
は
、学
校
を
取
り
巻
く
地
域
の

景
観
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、地
域
で
取

り
組
む「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」や
河
川
清
掃

「
ク
リ
ー
ン
さ
か
わ
」な
ど
の
活
動
に
、個
人

や
部
活
動
単
位
で
、自
主
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活

動
は
私
た
ち
に

と
っ
て
、地
域
と

つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
大
切

な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
年
、市
内
の
小
学
生
が
参
加
す
る「
小

田
原
市
小
学
校
体
育
大
会
」の
時
期
に
は
、

陸
上
部
員
が
学
区
内
の
小
学
校
の
練
習
に

出
向
き
、一
緒
に
走
っ
た
り
、技
術
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
し
な
が
ら
、小
学
生

と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
練
習
を

通
じ
、
小
学
生

が
私
た
ち
中
学

生
に
興
味
を
持

ち
、進
学
に
希
望

を
持
っ
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い

で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

小
学
生
と
の
交
流

城
北
ソ
ー
ラ
ン

3

城
北
中
学
校

my
連 載

栢
山
2
8
8
8

昭
和
50
年
4
月
1
日

た
だ
し
く
　さ
と
く
　ね
ば
り
こ
く

平
塚 

広

1
年
1
4
7
人 

2
年
1
5
3
人 

3
年
1
3
4
人
　

計
4
3
4
人

生
徒
数

住  

所
創  

立
校  

訓
校  

長
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